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・外郭団体の職員配置等に関する協議手続きについては、協議の対象を見直すほか、協議依頼書の記載
例や必要書類を明示することなどに取り組み、事務処理の迅速化を図る。
・「外郭団体の見直しに向けた取組方針」に掲げる取組を着実に推進しつつ、外郭団体の自律的経営の実
現に向け、公益性や民間との公平性、透明性の確保等を踏まえ、人的・財政的関与を適切に行っていく。

・外郭団体の職員配置等に関する協議手続きについて、事務処理の迅速化を図るために手続きの一部見
直しを行ったが、さらに効率的なものとなるよう見直す必要がある。
・外郭団体の人的・財政的関与については、さらに適切なものとなるよう継続的に取り組む必要がある。

備考

62 百万円 580

・外郭団体への元市職員の役員就任、市職員の派遣等については、人事部との連携により適切な人選や
必要な派遣を行うとともに、団体固有職員の採用等については、所管局からの協議依頼に対する審査手続
などを通じて、適正配置の観点から適切な関与を行った。
・令和3年3月に「外郭団体の見直しに向けた取組方針」を策定し、団体の自律的で持続可能な運営を図る
ため、補助金の見直し等を行っていくこととした。

実績

行革効果額
の見込み
及び実績

平成３０年度

4.5 百万円 百万円

Ｒ２の達成度 b 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成

Ｈ３０～Ｒ２の達成度 b 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成
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2-4-2 取組項目名 外郭団体に対する市の関与
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b

Ｈ３０

Ｒ１

外郭団体の自律的経営の実現に向け、公益性や民間との公平性、透明性の確保等を踏まえ、市の関与が
必要な場合には、第３期行財政改革プログラムの４６ページに記載のとおり適切に行います。

Ｈ３０

Ｒ２

・人的関与のうち、元市職員の役員就任、市職員の派遣等については、人事部と連携を行い、また団体固
有職員の採用等については、「堺市外郭団体総合調整庁内委員会」における審査などを通じて、適切な市
の関与を実施した。人材育成については、行革推進課主催の研修を実施した。
・財政的関与については、「堺市外郭団体経営評価システム」を運用する中で、補助金等の各項目につい
て、確認を行い、適切な関与を実施した。

・外郭団体への元市職員の役員就任、市職員の派遣等については、人事部との連携により適切な人選や
必要な派遣を行うとともに、団体固有職員の採用等については、「堺市外郭団体総合調整庁内委員会」に
おける審査などを通じて、適正配置の観点から適切な関与を行った。
・外郭団体職員の人材育成を支援するため、市主催による労務管理に関する研修を実施した。

Ｒ２

適切な市の関与の実施

適切な市の関与の実施

適切な市の関与の実施
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分析

〔基準〕 Ｓ：優良　Ａ：良好　Ｂ：普通　Ｃ：不良

令和元年度 令和２年度

－ 百万円 － 百万円 － 百万円見込み

Ｒ１

〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成Ｈ３０の達成度

Ｒ１の達成度 b 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成

Ｈ３０～Ｒ１の達成度 b 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成


